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川鍋さく 
 

優し気なパジャマ 

 
タンスの下から３番目の引き出しに 

優し気なパジャマが入っている 

 

長そで長ズボンの 

優し気な色合いで 

優し気な手触りで 

優し気な猫の柄の 

 

冬から春と 

夏から秋の 

季節の変わり目に着る用の 

 

あとは 

年に２、３回 

熱を出したときに着る用の 

 

長そで長ズボンの 

季節の変わり目にちょうど良いパジャマは 

もう一つあったのだけど 

たくさん着て 

だいぶくたびれてしまったので 

「今までありがとう」と言って 

さよならした 

 

優し気なパジャマも 

たくさん着て 

かなりくたびれてきたけれど 

きっとこれからも 

ひとりのときに 



必要だから 

タンスの下から３番目の引き出しに 

仕舞っておく 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊ 川鍋のぶつぶつ独り言 ＊＊ 

 今年の２月に、詩人仲間とその知り合いの方と一緒に、こじんまりと

天体観測会をした。そのときは望遠鏡で、月、木星とガリレオ衛星、、金

星、火星、プレアデスなどを見せてもらった。私は、本格的な望遠鏡で

天体を観たのはそれが初めてだったので、とても感動し興奮したのを覚

えている。 

 先日、同じメンバーで２回目のプチ天体観測会をした。今回は木星と

土星を見せてもらい、やはりとても感動的な体験だった。とくに、望遠

鏡を覗いて見えた土星の姿が、本当にきれいな輪があって、教科書や絵

本に載っている土星そのまんまだったので、思わず「土星って本当に土

星なんだぁ！」と、言ってしまった。でもこれ、前回月や木星を観た時

もその都度同じようなことを言っていた気がする。それくらい、星々の

姿がはっきりと綺麗に見えて、未知で広大な宇宙の存在を近くに感じら

れたことが嬉しかったのだ。あまりにも綺麗にくっきりと見え、望遠鏡

の中に手を突っ込めば掌に乗せることができそうだった。 

 その日の帰り、最寄り駅から自宅までの道中、周りに人がいないのを

確認してから、ちょっと大きめに夜空に向かって手を振ってしまった。 


